
血漿用MIRASOL PRT処理
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血液センターの業務と物流管理に
与える影響（血小板処理）

処理後の追加作業がないため影響は最小限
（化合物除去作業なし）

ワークフロー

血小板の処理損失は2％未満血小板収量

• 多様なアフェレーシスシステムに適合
• 保存媒質として血漿またはPASの利用が可能

血小板生成法

処理が容易であるため最小限で足りると予想されるスタッフの訓練

必要スペース
年間25,000～35,000ユニット*の生産で約3 m2

（前処理室と2台の照明器の場所を含む）

Mirasolの影響影響する領域

最小限の遅延：全処理時間は15分未満製剤出荷

手作業の時間は合計5分未満労 力

*1日8時間シフト、労働能率80％、
操業260～360日と仮定
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コストに関する考慮点

• 装置とディスポー
ザブル製品のコス
ト

• 追加労働
（Mirasolによる増大はほと

んどないと予想される）

追加コスト コスト節減の可能性

• 以下の回避/排除による直接的
節減：

– 細菌スクリーニング
– ガンマ線照射

• 血小板の有効期限の延長

• 以下の低減/回避による間接的
節減：

– 感染性疾患の伝播
– 細菌による敗血症の発生
– 白血球による非感染性
輸血合併症

病院側には追加コスト
の影響はないと予想さ

れる
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質疑応答
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